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　　東名高速道路　‾富士|.C

電車の場合ＪＲ中央本線で約1時間30分

高速バスの場合2時間10分

自動車の場合中央自動車道で約2時間

電車の場合JR身延線で約２時間

高速パスの場合３時間

自動車の場合国道52号線で約2時間30分

皿I圖自●車･・・●央道で約2時間

一Ｚ一里自ｌ車のｓ北陸自●車道→中央自IS車道で約4時闘

電車の場合ＪＲ中央本線で塩尻駅で乗換→約3時間

高速バスの瑶台４時間03分

自動車の場合

電車の場合

高速バスの場合

自動車の場合

甲府市役所

観光課

甲府市観光協会

甲府市観光案内所

(甲府駅ビル、

　びゆうプラザ隣り)

名神高速道路→中央自動車道で約３時間

JR東海道新幹線静岡駅で乗換→JR身延線で約5時間

８時間49分

名神高速道路→中央自動車道で約５時間

山梨県甲府市丸の内１-１８-］
ＴＥＬ．０５５-２３７-５７０２

ＦＡＸ．０５５-２２７-８０６５
- - - - － -

山梨県甲府市丸の内1一１８-１
ＴＥＬ．０ＳＳ-２２６-６５５０

ｈｔｔｐ�www.e-koiu.com
　　　　　　　　一一一一
ＴＥＬ．０ＳＳ-２２６-６９７８
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詳しくは甲府串ホームページから　　に

ちらのバナーをクリックしてください。

｢ふるさと納税｣は、応援する自治体への寄附金です。

１

詳しくは甲府市ホームベージから

こちらのバナーをクリックしてくだ⊇

お申し込み

お問い合わせ先

iμ? 哨堵由りイz4を倅周|.np・しました

甲府市役所企田部総務課

ＴＥＬＯ５５-２３７-５２６４ ＦＡＸ０５５-２２０-６９３８

Ｅ-ｍざl kksoumU＠city.kofu.yamanashi.jp
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- 戦国を駆け抜けた名将

武田信玄公
甲府の礎を築いた智将

「人は城」の国づくり

　甲府の地名は「甲斐の国をl」』る府III」にjll来す

る。信玄公の父･信虎が､現在の武1ll神社の地に

館をおき、城下町を開いたのがはじまりで､いまか

ら490年ほど前にさかのぽる。信玄公は､その2年

後､大永元年（1521）11J』3日、武L1」釦の背後の要

害山で誕生した。信玄公の理念は［治国安民］。

　「信玄堤」に象徴される治水事業をはじめ、新U」

開発､金山開発､地場産業を育成し、また、「人は

城　人は石垣　人は堀　情けは味方　仇は散な

り」を信条に、人を､城や石垣､堀にもまして信頼

Ｌ、「和」を尊び､生涯､城をもつことはなかった。

伺,玄公誕生の地

積翠寺

武田館の背後に位置する要害城

il･･1梱ｉされる武田氏鮪I跡　甲ii古府中町2111

　　　　　　　　　　　a055-252-2S)g【裁田柿社】

　　　　　　　　　　　nhlp:jjwws.llkld畠lin』自.ol.jμ

仙｡ぷ一一ど匹

東日本最大の木造建築

甲斐善光寺

川中高の削成で兵火が信濃冷光か

におよぶのをおそれ、帽玄公が仏

像や教典をこの地に移して燈心

■ｱｸｾｽ･住所JR身延線善光寺駅から徒歩7分

　　　　　甲府駅南口からバス15分善光寺

　　　　　入口下車徒歩7分

　　　　　甲府市善光寺3-36-1

n055-233･7570(甲斐善光寺)

題h即//wwwka､-zenkojjor､Jp/

こ
腿
が

妬;
!ぴ､a、.

武田－4一回将の２

生涯にわたる

合戦の数､130余

　信玄公の初陣は信州佐久･海ノ「1城の

戦で16歳。以後､天ﾄ’取り目前､信州･伊

那において病に倒れる53歳まで､生涯に

おける合戦の数は130余｡もっとも名高い

琥は上杉謙信との「川中島合戦」。天文

大池仏説と匹句碑能成寺

大池の伝説を偲ばせる「宿龍の碑」

や､芭蕉の「名月や池をめぐりて夜もす

がらjの句碑がある。

�ｱｸｾｽ･住所､JR身延紋全手駅から徒歩10分

　　　　　甲府市東光寺町2153

武I啼柏の辰法泉寺

信玄公の4男､武田家最後の当主一勝頼の墓があ

る｡長篠の合戦で敗退し､天鴎で最期を遂げた。

■ｱｸｾｽ･住所/甲府駅南口からハス15分

　　　　　北中入口下車徒歩20分

　　　　　甲府市和田町2595
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淑||本la大の木造建築

甲斐善光寺

11111嗚の合戦で兵火か1,111ai剔リj･｡

におよぶのをおそれ，f,i･玄公が仏

像や教111をこの池に祁してlby｡

■ｱｳｾl･佳-I霖一瓢忠｀:彗昌

　　　　gZS1，

-11ZZゴフ

4－

政田－十四将の図

生涯にわたる

合戦の数､130余

　信玄公の初陣は信州佐久･海ノ[|城の

戦で16歳。以後､天ﾄﾞ取り目前､信州･伊

那において病に倒れる53歳まで､生涯に

おける合戦の数は130余｡も、とも名高い

｡一一。自9r~｡一　戦はﾄ｡杉謙信との「川中島合戦」。天文
-一
一

一一 こ'7rl二22年(1553)から12年間に5度対決した。

｡
/T ＼゚･‘jiヤメ,……

……゛＼J

｡
ﾑﾍﾞ詣畠，

y)た

1の|11剔､信

油」と定め

i｡式IU家の

する､、

レ
ー
阿
】

　甲州軍|･｣'|の'･lq削風林火山｣は、

　|疾(はや)きこと風の111く　徐〔Ｌ

ず〕かなること林の如し　侵掠【しん

i】ゃくlすること火の如く　動かざる

こと|||の如L｣という孫子の兵法｡軍

旗がひとたぴ福がるや､騎馬軍|寸|は嵐

のごとく、敵陣に向かって疾走した。

　哨jQA心円光院

佃玄公の正官･Ξ粂央Åのーがある。

夫人は京の公●の名門・Ξ＆蜜の鎚

で｡16瘤で甲斐に鐘いだ。

■?ﾜIZ･住ijl甲府駅北口からJQ8分
　　　　　一国神社λ□下癩檀疹12分

　　　　　甲府市誉狸町500-1

大匹､説と匹句碑能成寺

大池の伝説を億ばせるF宿龍の碑｣

や､芭蕉の｢名月や池をめぐりて罹もす

がら1の句碑がある。

■ｱｸｾｽ･住所/訥身延線金手駅から徒歩10分

　　　　　甲府市東光寺町2153

i岫
仙尼丸人のか､‘提､s　長禅寺

信玄公の母･信虎夫人の菩提寺｡信玄

公か信虎を駿河に追放した後は、髪を

切って仏門に入る。

■ｱｸｾｽ･住恥甲府駅南口から徒歩10分
　　　　　甲府市愛宕町208

※朱印帳等の記載はご遠慮下さい。

武皿耐戌法泉寺

信玄公の4男､武田冪最後の当主･勝頼の冪があ

る｡長繍の合戦で敗退し､天目山で最期を遂げた、

■ｱｸｾｽ･住所/甲府駅南口からバス15分

　　　　　北中入口下車徒歩20分

　　　　　甲府市和田町2595

伎の上演

絵師､俳人も滞在

　甲斐国は武|11氏滅亡後､織LI:l信長の釦|11となlっ、本能､'』‘･の

変の後は徳川家康の支配となる｡|||府城の築城は、天下統一

を果たした5.匝秀吉の命によりはじまり、浅野良政､･F長親子

によって完成｡慶長5年(1600)の関ケ原の戦い以降は再び徳

川の城となり、幕末まで存続したJll戸初期､甲府城は将軍家

一門が城主であったが､宝永元年(1704)に柳沢占保が域主

となり、大名の城として整備され､城|゛町も繁栄した｡甲州街

道により江戸と甲府の往来も盛んで､歌舞伎の11演､浮ltt絵

師､俳人も滞在し、｢小江戸｣と称される文化の地となった。

鶴の舞う)Qしさ

甲府城跡

(舞鶴城公園)

　　　　　　－もっと､もっと、

’甲府
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平|｡||城形式で､上から眺めると鶴が羽ぱたく姿に似ている

ことから、舞鶴城のylで曳||られる｡

■ｱｸｾｽﾉ甲府騏一[]から後患S分

鸚ご芦

柳治F保-･

　　柳沢吉保自賛画像
５代将‘･li細吉の翻近として大出111【し.LII

府城-liとなる。甲斐国政jl】のal身で先祖

はlll斐一氏。

甲府城､三門のー-っ

甲府城山手御門･や9j7za、
屡､j哨かあり、出上

Ｌた瓦や陶礒ｌなと’

をji示しています。

■闇鮑時間ﾉ

　9:○OBm－5:□0口nl

�休館日.j

回噛日(祝日は�館1、g.･･

祝日の翌日、

年末年始

｢目には青葉｣

俳人

山口素堂 ム
　　　　　　　　素堂像

寛永19年(1642)生まれ｡Ψ府の

魚町で育つ。｢目には青葉山ほ

ととぎす初鰹jの句でy,高い。

銑門ツ9｡,j

釣140年ぷりに復元された鹸|'り。

:悶昌ぷt;:;『

　　　･一一　－　－一一一一

嗣4］

へごごし___
一一

時の鐘

200年以上住民に時刻を知らせていた｢時の鐘｣を再

現。寛文年間(1661年～1673年)今の中央2丁目あた

りに設置されていたが明治時代初期に取り壊された。

■ｱｸｾｽ･住所/甲府駅北口から東へ徒歩1分･甲府市丸の内1-1-25

-
一

一 一

-

一一

藤村記念館

国の重要文化財に指定されているこの建

物は、山梨県令の藤村紫朗が積極的に

奨励した擬洋風建築で､県内では藤村式

建築と呼ばれています。

もとは学校の校舎として､明治8年に建て

られたもので､現在は、藤村紫朗の遺品

や教育関係の資料を展示しています。

Ｉｱｸｾｽ･1誦/甲府駅北口から徒歩1分

　　　　　甲府市北口2-2-1
�055-252-2762

１
１

㎜-Z･〕

I I

■開館時間/900am～500pm

・休館日/月曜日､年末年始

※入場無料

き月曜日が休日の場合は､火曜日削 遡
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世界に誇る宝飾の街

水昴岬丁にはじまる伝統

工３面

渓谷美日本一の御岳昇仙映は、かつて日本で有数の水晶原産

地。加工技術も江戸期にはじまる。今日、甲府は世界屈指の

　｢宝飾の街｣。ジュエリーの出荷額は全国の3分の|を占める。

【お問い合わせ】

山梨県水晶宝飾協同組合TEL055･232-7571

URL http://www.j-gate.net/～yja/

山梨県水晶美術彫刻協同組合TEL055-263-6951

吼ｒ?，

ぽつとLつ

'-
II・･･

)L

武田信玄公の「陣中食」といわれ、甲州の郷土食。

煮込みうどんの一種で､味噌で味付けした汁のなか

に､季節の野菜ともども、生の鐘を煮込む。栄養価

が高く､健康食。カボチャとの取り合わせが絶妙。

【お問い合わせl山梨県麺類工業協同組合

TEL055-233-5188

　--W-■㎜　㎜-㎜-=㎜･　■　J
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晋ry・ぶどう

善光寺の岡辺は、昔から「善光寺のぶどう」と名指

しされるぷどうの産地。愛宕山重麗の日当たりのい

い小扇状地で､善光寺､東光寺､能成寺など歴史あ

る寺をぶどう棚が埋め､景観にもすぐ･れる。

li関い合わせ】甲府ぷどう●憧光協会　　　　　；

TEL055-254一口1251愛岩国内】　　　　　　ｉ

品種も豊富

MIIJ・いちご

小潮スポーツ公園のほど近く､小曲町は山梨県畳大の

｢いちごの里｣。日本有機の日照時間に恵まれ、また、

各唐塞が独自の栽培にこだわ6J、品種も豊富で､味わ

いを鯖う。いちご狩りは1月から5月。

【お問い合わせ】JA甲府市

TEL055-223･9609

㎜¶● ・・・一一・一一一－

？ｌ・とうもろこし

フルーツ感覚で食べられると人気。山梨県

－の生産量を鈍IJ、尭遠の栽培技術で､関

東の崖地のなかでも一足早い出荷を実現し

た。毎年6月上旬には「風土記の丘もろこし

フェア」を開催。なかみちの美味しいスイー

トコーン［きみひめ］も直売!！

もっと､もっと

甲府

さ
、
素
朴
さ
が
身
上
だ
。

　
甲
州
の
歴
史
、
。
。
自
然
風
土
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
甲

州
人
の
知
恵
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
名

産
品
。
武
田
信
玄
公
に
ま
つ
わ
る
伝
統
工
芸
。
江
戸
時

代
か
ら
「
甲
州
八
珍
果
」
と
謨
え
ら
れ
て
き
た
ブ
ド
ウ

を
は
じ
め
と
す
る
果
物
。
水
晶
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
発
展
し
た
宝
飾
品
。
海
の
な
い
山
国
の
知
恵
か
ら

生
ま
れ
た
海
産
物
。
郷
土
料
理
の
ほ
う
と
う
、
甲
州
街

道
の
名
物
菓
子
。
い
ず
れ
も
甲
州
弁
の
語
り
口
、
親
し

歴
史
が
洗
練
さ
せ
た
逸
品

甲
州
名
物

鹿革に漆の紋様

印度伝来の工芸品

詞Ｚ

インドから伝来したことからこの名がある。普から

の口伝によsj、1一分の鹿革を松脂でいぶしなが

ら、深い色鯛を生み出し、漆によって絞椙を染めて

いく。吸湿性と通気性に奮み､耐久力がある。

|お関い合わせ】

甲府印伍●工業協同組合TEL055-22a･1660

ｙ

翌
､･･万方！ﾁｰil自♂ｎ舎tlﾚ

甲舒ｍ七つ煮

昭和25年頃に甲府市内の蕎支店で

考案された､鶏の砂肝､ハツ､レバー、

きんかん(産まれる前の卵)を甘く濃

厚な醤油ダレで照り煮した料理。温

かいごはんとの組み合わせは絶品。

【ホームページ】みなさまの縁をとりもつ隊

j ｀ Z . " . j

ら s / L J

一

ＪｊｊＳＪ＝

太陽の里の果物と野菜

甲州八珍果

甲州Ｕ全国でも日照峙願の長い土地柄。

異物､野復の栽培に迪していることi･ら、

江戸のまちで「甲州八珍果」とI･判をとっ

た。f甲州八珍果」とは。ぷどうをはじめ　l』

とする轄産品。理在では、ｌ物も一菜も、‘

品種を増やし､匍の昧覚書提供している。｡.I

入 ﾀ ｰ

海なし県の海産物

なn奮4w誉孟がを庇忌

朋

あわびを煮て､醤油漬けにした加工品。

江戸時代､伊豆のアワビを甲州に届ける

ために考案されたのが､煮て送るという

方法｡道中、馬の背で日を重ねるうち、

アワビはひときわ味を増したという。

【お問い合わせl山梨県水産物商業協同組名

TEL055-228-1755

〃

￥

71－

3J･り･I･･1･9･1？うンフI｣コーJしトウランフり曼l

http://www.7b.billoba.ne.jp/｀lc･iloisu/

御岳昇仙峡の味

薬味はネズミ大根

田ｍ謬東

金桜神社の参詣人にもてな

され､江戸の見聞録｢裏見

寒話｣に｢その形鼠の如し、

蕎麦の辛味に用ゆ｣と記され

た甲州名物｡昇仙峡の清

水と､蕎麦､薬味のネズ　、／

ﾐ大根が､格別な味//

をかもしだす。　　　／／

　　　　　　　ｊ
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山岳信仰の地･

金峰山千変万化の源流の旅
甲府市のふところを流れる荒川の源流

一 一 ･

||本…-の渓谷ｌ・平成の名水l'|'選一平成|'|'訊

御岳昇仙峡

　渓谷美を譜えられ、Ｈ本のﾀI勝として名高い御恥IHIII峡は､長一橋

に架かる天神森から仙銀泥までの約4キロ｡渓谷探勝には、名物のトテ

蕗･叙に泉、て能泉まで辿り、そこから歩いて仙銀泥まで散策するのが

一一般コース､､いまから170年ほど前､滝上の長田円右衛門が榔岳新道

を計Ilil'、j､lid辺の30カ村に呼びかけ､10数年もの歳月を費やして完成さ

せた｡渓谷の奇岩・奇石は、花画岩の岩肌が荒川の流れに削り取ら

れ、長い年月の間に露IIllLた大l':|然の芸術。岩肌に群生する松､ツツ

ジ､モミジとあいま･って､ll季折々､幽谷の旅情に誘う､､仙峨滝は高さ30

メートJﾚ､3段に落下する大滝で､しぷきを上げる滝壷はllU近だ｡

もっ と､もっと、

甲府

夢の松島、

渓流沿いの散策

奇岩･奇石を
名付けて楽しむ

登●岩.ね
こ石、大槌岩。いずれ

も花酬岩が浪浪に浸食

されてできた審岩・畜

石。まだまだ､名付けら

　　　　　　　　　秘境･仙峨滝

■アクセス/甲府駅南口からパス50分

�090･8648-0243(昇仙峡観光協会)

ⅢlhUp://www､shosenkyo-kankoukyokai.com 心べ石

Ｉ
Ｄ

熊石

一
３
１
で

大白然の原点､奥行きを訪ねて

昌之i‾‾‾‾●

昌昌a豊ぽ一良讐

‘栄え､ゆかりの文化遺産が寺宝として残る。

二二ΞS戸゛“

大小の滝めぐり

板敷渓谷

荒川への合流点から、板敷jllをのぽる釣1

キロ、20分のコース。屏風のよ弓な絶鞭、

岩のllを£る清流。数々のillを見ながら雄

大な|'|然を満喫｡要・運動靴。

■ﾌｸIZ/甲府駅南口からバズ50分昇仙峡湾上下
　　　　章徒渉50分
　　　　差』||ﾀﾞﾑ・車場から徨幽15分

秩父山系の清流を集める

荒川ダム ●
甲府･I I｣'民を'｡1'る多ll的ダム｡現地の土や石

を活用したロックフィルエ法が特徴｡延べ38

万人を動U､8年の歳j･jをかけて完成｡ダム

周辺には､亦は桜､秋は色とりどりの紅葉が

楽しめ＆、

■ｱｸｇ･住i/甲府・l□からﾊﾞｽ50分昇偕鋏滝l

　　　　下癩檀●309･甲良宿jl』塵llii972

酋OSS･2a7-200a　　　　　　'

山梨の伝統ll芸と歴史を学ぶ

長田円右衛門伝承館 ●
婬仙峡に新道を柘いた長111円右衛門。渓

谷尨や絶景が叶に知られる礎となった歴史

と伝統に芸を今に伝える｡

■ｱｸｾｽ･住所/甲府駅南口からバス50分昇仙峡滝上

　　　　　下車徒歩4分･甲府市猪狩町385,1

豊055-287-2228

匹ﾘﾙﾄ施設
マウントピア黒平 け
,I,|,いlql｣'は･!!II:かな|'|然』|境につ･っまれ

た，甲府∂以a.|ﾋの地｡木造10柚のコ

テージからなる盾在摺のIlf営りソー

1ヽ施,ilで，ljl然散策の拠点｡

・佳所,‘甲府拘・平町623･1

a055-287-2201(ﾏｳﾝ1ﾋﾟｱ･平1

�hup:aulinss4,pllis.o｢,lp●umhs㎡

ｷﾞﾈｽﾌﾞｯｸに掲叙
昇仙峡影絵の森美術館

影絵の魅力は、光を透かして見た鮮

烈な光のｌしさと、透明感。巨匠・藤

城清治氏の監修設lill･｡

■ｱｸlz･佳i7甲府ｌ康□からja50分昇仙峡滝上

　　　　　下塵･甲府市高慮町1035､2

■営農暗闇/9:00am－5:00μ1

酋OSS･2a7･2S11

�hlp:jy･･･.kllasnasali.Jpj

遊只の揃った自由広場
愛宕山こどもの国･県立科学館

-Ｊａ

ＷＷ
１陽のもと、λ自然に尨しみ、rllllに遊べる子どもの施設。県立科学館ではプ

ラネタリウムで満･天の屋｡‘り!を堪能できる｡

■アクセス･住所/甲府駅北口からハス吐･日のみ副到20分

　　　　　県立科学館卜車･甲府市愛宕町358-1

■営業時間/9:00am～500pm

　　　　C但し､7月８月は600pmまで)

�055-253-5933(愛宕山こどもの国)

匿lhttp://www..plaF.or.jp/ata9oyama/

■アクヤス･住所'営岩山こともの国と同じ

■片栗時間/930am～500pm(夏期追00pm

■休館日/月曜日C休日の場合はその翌日)

fl055-254,8151(山梨県立科学館)

回hUp//wwwkagakukanprefyamanashlJp/

ふるさとの名産､伝統技術山梨県地場産業センター

かいてらす
＠

‘ij7石、re金Ｍ、ワイン、甲州111j伝、煮貝、Ｈ

本洒、ニ･刈･製IIIIIIなど、地場産業品を展

､j4.お土産は約6000アイテム。

・ﾌｸ６･住i､岬府駅南口からja15分●完寺λ口下車枝●151

　　　　　甲府駅北口i･らバス9分|士･休日のみ運行。

　　　　　ただし7121日-8月l9日糖S】･●l宿1査寺3-1&25

1営塵11間/9:001m～5:00口m

・鉢蝕日ﾉ糖4火曜日{祝日の場きli麗日l

a055･2S7･16411山塵●自壊塵壊ｾﾝﾀｰ飢･てらす}

Ilhnp:函･sw.kaitaiasu.jpj
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武田信玄公誕生の地

愛称｢ミレーの美術館｣
歴史と現代が共存する表情の豊かさ

冲 j 「

四季の花と芸術を楽しむ

芸術の森公�

8ヘクタールの数値に県立美術

館､嘸立交学館､ばら圖､ぽたﾒ･

園､梅圖なとIがある。芝生が広

かllJピクニックにも最適。富士

山､幽アルプスが一望できａ。

富|油の美しい芸術･文化の拠点

aぶ芸;に
|｡n.II

もっと､もっと、

甲府

甲
府
ゆ
か
り
の

　
　
　
作
家
な
ら

　2

　芥川龍之介

　(凶)匹]9m

東大在学中に執筆

した「鼻｣が夏目漱石

の推奨を受け､新し

い文学世代の旗手と

なる｡旧制第一高等

学校入学後に甲府

を訪れ､酒折の宮、

太田町公園､昇仙峡

遥に四部所蔵などを散策した。

III州祁小路　　　　　　･j･

小さな蔵の美術館

||聊ほ1削|｢｣紀から201｣|｡一紀初期のフン

テｆ－クジj.エりーを晟j』4｡2階lj｀I咄･|

が所Jlll-j'るII､l･EIIIlj弥生。ピカソ、シャガー

ｔ、圖ふIII!IS、竹久夢パなどの版IIIli作

IIIIrlを期|JIljに分けてjUむ｣･しています｡

Ｉアクセス･住所/甲府駅北口から東へ徒歩1分

　　　　　甲府市政の内1-1-25

1営業時間/10:00am～600pm(季節変更あり)

a055-298-6300

爾恥即･//wwwkoshuyumekouj･com

地場産抑)企四地

アリア･ディ･フィレンツェ

日水諸で|フィレンツの香り｣ 。ジュエ

リー、III州1711伝など･、山梨の代表的な

｣也場･IIr7iを集めた企･業団地。見学も

できる｡、(ip豹)

■7ｸｇ･値ij'一周駅痢□からバ22口分
　　　　山ｌ県警少年・ﾝﾀｰ前下車
　　　　甲府lijll圃アリア205

酋055-220-la0011●s●･l

匯lh¶¶p:心sw.arll.ﾛ｢.Jpl

　　　　　　　－晨量心xn,蓼

‐
－
‐

－
－
・
－

－－
一
一

|

･

文学風土を案内するコーナー，1111111･j

身ゆかりの文学者の紹介コーナー-，IF

川龍之介コーナー．飯|||蛇笏コーナー

などかあ＆,甲府に陥在した太宰治の

XI,‘I:稲・ノート類も展示されている，

■?うIJ･朗丿甲窮駅南口からJり15111●立羞禰館l下1

　　　　甲鰐市－jlll･5-aS

■営檻財閥ﾉ9:ﾛOam－5:0ﾛpm

・休館１月曜日1休日の場合はその輩日1

a055･23S･a080ほｌ●宜文孝●】

�hlp:kwsl.bunllkuklnJrlf.yalasghl.lp/

ｌ
　　飯田蛇紡

　　ll湖5~|!IS

生涯を壇｣||？過ご

Ｌ､山国の自然や生

活を肺い鰻11a｡旧

頷甲府中学に通う。

俳句錐鮑｢キラう｣

の圭達者､その植主

宰とな･J鮑名を｢●

両｣と改め､健行所を

甲府に移す。

　　り

　､幽k

　樋ロー葉

　(1872~18W

古典文学を学び､貧

苦のなかで作家をめ

ざす｡封建的な社会

に生きる女性の運命

を書くことに短い生

涯を傾けた｡両親が

山梨出身｡小説｢ゆく

蛍｣に甲府の描写が

ある。

連歌発1｀|'の地

酒折宮

11本武吟が東征の祈りに

今いyとしてはﾄ､野、京都、犬1ﾓ寺に次

ぐ全国で1番目の開設．レッサーパン

ダをはじめ50神、約３００点の動物か

飼育されている、勣物たちとの｢ふれ

あいコーナー．も人気だ．

■ﾘｾｽ･住所/甲府駅南口からﾊｽ15分･甲府市太田町10-1

■営業時間/4月～10月(9:00am～5.00pm)

　　　　11月～3月(930am～430pm)

■休園日/毎週月曜田休日の場合はその翌日)･年末年始

�055-233･3875(市立動物園)

mlhttp://www.clykofu.yamanashlJp

　虞ムZ1Jlll

　－llili

y.ち寄った

とIlll‘jjii･id｣｢11本書紀｣にある。ここ

で檎]火焼の老人と交わした歌が､連

歌のはじまり｡境内には本j､･rjli:掻や|||

県大弐の碑もある｡樋L｣一･莫の｢ゆく

ぷ｣にもＱ｣＆

・ｱｸｾﾇ･住所/J同中央本鰭酒折駅から槍疹3分

　　　　　　甲府市酒析S-1-13

酋055･231･26901●鯖･1

約3.200本の梅の花

不老園

中国の故事「小老の門を入り海岩一名

本の間を逍逞して長生の庵に至る」が

おの山家。20種類以ll、約3.200本の

梅が彩な

・ｱｸｾｽｰ住所/JR中央本線酒折駅から徒歩5分

　　　　　　甲府市酒析3･4･3

■営業時問/9:00am～5･00pm

�055-233-5893

■期間/2月～3月

匯lh即//wwwfurouen.jp/

lj本唯一の伝承革｣：２ａ

印傭博物館

111州印伝は||本で唯一j

､-－･
轡

伝承されてい
る･li l:芸1111.ill戸から|暦11に至る･占

典作II､Ill、復･JE摸造II､III、現代作I‘ljllを保

存、展示する｡

・アク1Z･住所/JR中央塞・甲磨・から徒歩15分

　　　　　　甲府宿中央9-11-15

111鴫回/la:aolm－5:anom

・休館日/年末年始・示替え・闘

n055-22a･1621g・仙館廊用s

●hup:角､･w.indsn-Va.co.lpjm回aum加aii.hlml

ｽﾎﾟｰﾂと憩いの空間
小瀬スポーツ公園

|||梨Ill銀スタジアム（陸1!箆技場）や

野球場､体育館などか充実｡Jリーグ･

り･･ァンフｔ－レ|||府のホームスタジア

ム｡桜550本か輔えられ、花の名所。

■ｱｸｾｽ･住所,甲府駅南口からバス30分

　　　　甲府市小瀬町840

き055-243-3111(山梨県体育協会)

ミレーの代表作を鑑賞

山梨県立美術館(芸術の森公園)
　山梨県立美術館は、山梨県の県木･カエデをはじめ､ケヤキ、クス、

シラカバなど･にかこまれたワインカラーのレンガ造り｡|ljli玄関前庭に

はヘンりー･ムアのブロンズ|凶つに分かれた横たわる人体」か.ljq季

の富1.･|||を背景に、収la感あるたたずまいをみせる｡ミレーの代表作

である「種をまく人」「落ち樋拾い､夏」「夕暮れに羊を連れ帰る羊飼

い!など約劇l点をはにめ､2009年には､|劃釦30周年を記念Lて｜眠れ

るお針子」を購入、ミレーやバルビソン派のIII!i家たちの作品を数多く

展示し、｜ミレーの美術館」として親しまれる｡ミレー〔1814－1875〕

は、田圃の農耕生活を描いたことで知られ、パルビソン派の画家。jll

梨県ゆかりの作品や､【】本を代表する芸術家の秀作も所蔵している。

もっと､もっと、

甲府

ヘンリ一ムア|四つに分かれた横たわる人体|

■ｱｸｾｽ･住所/甲府駅南口からバス15分山梨県立美術館

　　　　　前下車･甲府市貫川1,4,27

昔055-228-3322(山梨県立美術館)

■営業時間/9･00am～5:00pm

■休館日/月曜日(休日の場合はその翌日)

回h牡p://www,�-museum.pref.

　yamanashl.jp/

7-≒･恟
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風土記の丘･曾根丘陵

塩のきた道､中道往還
石器や縄文土器から聞こえてくる声

:妬年liif、太ljl'の時代の人ど暮らし

甲斐風土記の丘　曾根丘陵公園
　曾根丘陵は3万年lilの､太占の息吹を感じることのできる場所.甲府

盆地で最占の立石遺跡、米倉山遺跡群．縄文時代の大liWト野原造

跡なと.｀があり、先人の暮らしを知ることかできる1.1､ことに名､･､I､･Sいのは東

山･､II'ln･群で．|乙の平遺跡の方形一滴墓群・銚r塚III'lill･丸山塚III1111･

大丸|||塚Iり壇などから構j&されている．とりわけ銚子塚占墳は､均衡

のとれた11Lい姿で､設計施工の技術に感嘆させられる､､公|調内のIli!

立考古ll物慾では、石器を使、た狩の暮ら

Ｌ、縄文土器や住居､稲作のはじまり、権力者

と占墳､奈良･嘔安時代の律令村落や、国分

ぶ跡からの出土II1111、III澄の村や釦の暮らしな

どをたどることかできる｡

　　　　jlr?　　　　　　　　’
　　　　●･　4

塵アクセス･住所/甲府駅南口からバス30分

　　　　　　考古博物館前下車甲府南ICからすぐ

�055-266-5854(バーベキュー場)

�055･266･5286(テニスコート)

ｌ

一

ごよう

回h牡p://www､pref.yamanashi.jp/barrier/html/kouko-hak/index.html

ご 7 ､ - 4 ｀

jSかな|ISを舶えて

県立考古博物館

|||槃LII1全域からの遺跡を盈万点収蔵｡営li萱

Ｍ示哨では,|目石Ｓ笥=代･縄文時代･弥生||=1'=

代･Iり!II11.1j'=代･酬a!||=Mひ〕出土Illlljを屡ぷ｡

■7剥･2佳iﾉ;S駅:g;l;Sitr山梨邁立瘤古憎糖蝕

　　　　甲府袖下憧憬町923

:11SliZa:昌S;;llgt雷;
●日l.樫日の1日旧圃･一日s諭《】

J認ご票2SｺﾞZ?。

人らかな息吹を感じる丘陵

mllぱ陽光発電所
ＰＲ施設「ゆめソーラー館やまなし」

一
太liエネルギーか地球環境へ及ぽす影響やｌ陽エネルギー利用の状況につ

いて･?ぶことができます｡

�055･269･6685

もっと､もっと、

甲府
全国でも貴重な

集中地帯

銚子堪古墳・丸山古墳

鮭子埋古畑は長軸167ﾒｰﾄjしの巨大古

墳｡聾穴式石鸞1･ら違式鐘5面をはじめ胞

多くのIIU御品が発見された。錠子堰古壇、

丸山古墳ともに国史●の指定。周辺は全

薗的にも大規模な古墳の霧中地帯。

F

銚子塚古墳

もっと､もっと、

甲府

llj追往還

の面影

右左[]宿

丸山古墳

南北に釣2キロ、傑□4間2尺､釣am

の座敷割りで･､整然とした町並み。申

邁往退は鎧河の魚を甲府へ・ぶ道で

もあ、た、

清流のさわやかな休H
寺川グリーン公園

境jllii?iのljl然を散策し、釣l】、キャンプ

など･かｉＬめるアウトドアのM[]天地。ログ

ハウス、バーベキューなど･の施iaがある。

・79g･lijl甲府南la･ら皐?加9･甲府ia闇12gS･2¶

・営ｌｌｌﾒ5-10月i1･BI･樫●日II仙み棚朧中lj撞日】

　　　　9!001m～5:00pm

酋OSSS･aa･23SO

証=辿　
●

マス､コイの釣り堀｢富□ll湖｣､バーベ

キュー､バンガローの施設がある｡民１館

には､|11崎方代に関するコーナーもある。

・7り11･き胤.I甲府●南□から車でSO分
　　　　甲府密中畑町11S2
■休歯日/月曜日(祝日の場合はその聖日)

aOSS･2●a･4a80　　　　・

右友目出身

の歌人

山崎方代

(1914~1985)

中道に生まれ、□謳を生かした自由な

詠い□でÅ生やふるさとへの思いを齢

む。自然と酒を優し、その●にも独軸

な風格がある。

沌戸山恂｢|道入り目

御殿滝

　-
liZila

｀●SF

jllli時代まで{,哨jの地・霊場とＬて

･栄え，修験僧か滝に1}･たれて修行し

た｡いまはillj1砥と親しむ避外地として

愛され＆，

･住所,'甲府吻中畑町

樹齢渕)年の大イチョウ

円楽寺

山び､仏教、修験道の開祖・役行者

がパ汁山への出発点として開いた。

境内の人イチョウは樹齢500年で県

拒定入然記念物。

■ｱ勁ｽ尨所甲府駅南口からﾊｽ30分七覚入口下車

　　　　　徒歩15分･甲府市右左□町4104

||叫』南Iじとない)直売所

風土記の丘農産物直売所

拙作)とうもろこしをはじめ、手節の野菜

ぺ作物などの贋ぼ物や土産品の販売をし

ている。6Jj中旬には｢もろこしフェア｣、

朗ﾄ句には｢フルーツ祭り｣を開催。

■ｱｸｾｽ･住所､甲府南IC隣り

　　　　甲府市下曽根町1063･1

■営業時間/900am～6:00pm

・休業日/火曜日(祝日の場合はその翌印､年末年始

き055-266-3858{風土記の丘農産物療売所}
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